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1. はじめκ

今日，わが国は世界の長寿国の仲間入りをはたした。そ

して，今も欧米諸国VCflJをみ念い速さで高齢化が進んでい

る。

また，交通・通信機関の発達Kよる運動不足や公害Kよ

る環境破擦は，われわれひとりひとりに健康平体力Kつい

ての関心を高めている。同時VC. とれら一連の産業化は歴

史的に培われた地域の連帯感や近所づきあい念どの同質社

会を次第に希薄左ものとし，かわって利益のみを追求する

異質社会へと変化させてきた。

しかし，現代社会VCi>ける人々の指向は，物的左ものか

ら質的左ものへと変換しつつある。ぞれは，健康を土台と

したうえでの地域社会のふれあいや自己実現，生き甲斐の

場の確保左どに代表される。

とのよう在状況のもとで，今後の高齢化社会をどのよう

κ過どしていくかが大きな問題と走って〈るが，まず第 I

VC. 自分で自分を守るという自助の精神が重要であると考

えられる，)そして，そのひとつの役割をはたすものとして

スポー ')1 . レクリエーション活動があげられる。近どろ.

日常のスポーツ・レクリエーシ事ン活動の重要性がみなb

されているが， ζ とでスポーツ・レクリエーションを通し

て達成しようとしていることは，人間を長生きさせる ζ と

では左<.今後の高齢化社会K向って人生の賀を向上させ

るととである。

そとで本研究は，まず高齢化社会とはどういうものかを

明らかKし，次VC. 健康で幸福左生活をbくるためKはど

うしたらよいか，とりわけ，高齢化社会に対し，スポーノ・

レクリエーシ g ンがどのように機能していけばよいかを研

究し考察を加えていくものである。

2 高齢化社会の到来

わが国は 1970年頃を境K高齢化社会K突入した。 高

齢化社会とは，一般に，総人口に占める高齢4も割合が多

〈左 Pつつある社会，または，その比率が 7パーセントを

越えた時在高齢化社会の始まりという。

表 1は，わが国の人口の推移と将来推計である。戦前K

恥いては.高齢人口;Ol5パーセントほどで安定していたので

ある地ヴ 1960年頃からふえはじめ. 1975年Kは 7.9パー

セント. 1982年Kは 9.6パーセント陀達している。今後

の予測として. 2000年Kは 15.6パーセント， ピークは

2020年の 21.8パーセントにまで遥すると予測されている。
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とれは，高齢先進国であるフランスやスウェーデンより

蓬かに速いのである(表 2 )。人口ピラミッドをみても，
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(図 1- 2 ) 高齢化社会は世界のどの園も経験したことのまいきびしい
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次(1[，人口高齢化の原因であるが，まず第 1(1[考えられ

ることは，出生率の低下である。 1947年(1[34.3であった
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き〈在る。 2020年Kは 5人(1[1人が高齢者であり， もう

1人は年少者込ある。そして残りの 3人は生産年齢者であ

るが，半分は女子である。また，生産年齢者といっても15

歳から働〈者は少まいため，大体，生産年齢者 2人で 3人

を扶養し左ければ在ら左い時代がやってくるのである。己

のため，同居形態は生産年齢者の負担が大きいため，核家

族形態を指向する者がふえている。最近，このようま核家

族化が問題Kされているが，欧米K比べれば依然同居率は

高いらである。また，別居を希望する者の 6割近くが，で

きるだけ近((1[住んで往来をひんばんKしたいと考えてを

ず?俗にいうスープのきめをい距離を理想としている。扶

養の種類Kは，経済的扶養や福祉的扶養左どがあるが，今

ひとつ大切左ものは，信頼感や役割交換念どの日常的交流

Kよる心理的扶養が必要であると考えられる。

第 2(1[，定年制，年金制度の問題があげられる。定年制

Kついては 55歳定年をとる企業が多(.近年の平均寿命

の伸びからして 55歳では低すぎるという声が高まってい

る?定年延長は，多くの企業や政府Kよって 60歳定年の

一般化が進められているが，数々の問題が残されている。

定年延長や高齢者雇用問題は，経済的理由Kよる再就職が

主左原因であると考えられるが，人Kよっては就労が生き

甲斐と在って長り，その中K実己実現や働〈喜びを求める

傾向が強〈在っている。〕このように働く ζ とKよって自立

を求め，社会参加をはかろうとしている高齢者のためKも

行政機関からの総合的在雇用対策が切望される。また，年

金昔IJ度Kついても，わが国の場合いくつもの制度が併存し

て金り，支給開始年齢干支給水準等Kくいちがいを生じて

いる。 ζ れととも(1[，年金財政も破綻をみせはじめている。

乙のよう念財政危機を救うためKは保険料の引き上げ念ど

が必要であるが，年金加入者の納入意欲念ど不安な要因を

かかえているあである。

主た，高齢者がふえればそれだけ老人医療費も増加し，

賓弱在医療財政を一段と苦しめているのである。とのよう

左乙とから， 自らが健康管理に注意を払い，努力すること

が高齢者のひとつの任務とまっている。しかし， 1982年の

老人の健康診断受診率をみると 23.5パーセント)と低いので

ある。高齢者の健康管理には，食生活に注意する，身体を

動かす，規則正しい生活を辛子くる左どがあげられる。また，

地域活動や社会事業K参加するのも知識や教養を高め，社



会的つ左がりを強めるものであり，それが高齢者自身K活

気を与え，精神的Kもゆとりのある人生をもたらすと考え

られる。

4. 健康とスポーツ・レクリエーションの関係

件づくりを官民一体と在ってすすめることが望まれるので

ある。また，ひとりひとりの意欲の向上が，今後のスポー

ツ・レクリエーションの発展K大きく左右すぬものと考え

られる。

E 高齢化社会v<:::J;.>けるスポーツーレクリヱーションの

わが国の体育を逆のぼると，それは楽しむというイメ} 課題

ジでは左(.一種の軍事教練Kつきあたり，上からの厳格

念一斉指導という一面があった。しかし，時代の変化とと

もK軍事的左ものから分離し，次第K競技中心のエリート

ヌポーッへと進展してきた。乙れは，技術の優れた者や記

録のよい者が中心とまって行うものであり，時Kは人格形

成の手段としても使われたのである。しかし，スポーッは

エリートヌポーツだけでは左(，一般大衆も楽しんでいる

のである。とれは，健康のためV<::-^ポ}ツを行うとか，マ

スコミによる「みるjスポーツの発達，或いは余暇時聞が

増大し，それをスポーツ K費す者がふえたとと Kよると考

えられる。スポーツは，もともと鍛えるためのものでは左

し楽しむためのものであり，レクリエーション活動の代

表的在活動のひとつである。また，スポーツは，自分自身

のためK行うものであり，上手下手関係念〈楽しむζ とを

目的のひとつとするのである。

ところで，人間の 1日の生活時間Kは，生活必要時間や

労働時間，自由時間がある。そして，自由時間の一部であ

る余暇時聞は，再び明日のエネノレギーを生産し，活気づけ

るものと考えられ，乙れを生活の中でいかに効果的K使っ

てい〈かが，その人の価値を決めるものと考えられる?と

のため，余暇時間を量的在ものから質的左ものへと変換す

るととが必要であり，個人個人の余暇活動への積極性が必

要であると考えられる。余暇活動陀はいろいろ左活動があ

るが，その中でもスポーツ・レクリエーションは積極的左

活動のひとつである。 Eラングランも，生涯教育の一環と

してスポーッの生活化の必要性を示持している?このよう

ま積極的な余暇対策が，現代社会の問題点である人間疎外

や健康問題を解決する 1つの機能を果すものと考えられる。

ここで健康Kついて考えると，従来のそれは身体的念健

康を重視するととが多かった。しかし，産業の発展K伴い

精神的・社会的健康の重要性が高まってきた。それは，か

らだのどとかに病気が生じるというより，精神的左ダメー

ジを受けることが多〈左ったり，社会的に認めあい協調し

ていく ζ とがむつかし〈なってきたから会己るものと考え

られる。このような ζ とから，従来の健康より一歩進んだ

健康，すなわち，攻めの健康というものが必要Kなって〈

る。念ぜ在ら，それは身体的Kは，調和のとれたからだの

発達を促したり，運動能力の向上をもたらすからである。

主た，社会的Kは，人間関係を柔和Kしたり，公正心や協

力心が養われ，精神的Kは，よろ己びゃ楽しみを伴う場合

が多いからである。そして，それが日常生活を豊かでゆと

りのあるものKすると考えられる。とのよう左スポーッ・

レクリエー γ ョンを定着させるためKは，それκ必要念条

6 

現代社会K辛子ける余暇の在り方は，非常K重要在意義を

もってなり，余暇というより，むしろ本最rl呼んだ方が適

切である。そして，その本暇の代表的在活動のひとつとし

て，スポーッ・レクリエー γョン活動があげられるo これ

は，ストレスや人間疎外からのがれるひとつの手段であり，

豊かで健康念生活をb くるためのひとつの役割をはたすも

のと考えられる。そして，これらのととは，スポーッ・レ

クリエーション活動がどうあるべきかという問題を提起さ

せるのである。そとで，まず考えられる ζ とは，スポ」ツ・

レクリエーションをする時の外的左条件(場所の確保や仲

間の有無，家族の理解左ど)を整備する ζ とである。j'た，

スポーツ・レクリェーションへの自発的左参加を呼びかけ，

「みる」スポーツから「する」スポーツへの転換が必要で

あると考えられる。

次V<::.スポーツ・レクリェー γ ョンの指導者の確保と養

成が必要である。わが国の場合，スポーツ・レクリエーシ

ョン活動の指導者を専門K養成する機関はあまり左(.と

れまでは，学校体育の指導者がそれを行うととが多かった。

とのようなかけもちの指導を念〈すため，いろいろな指導

者の研修会や実技講習が行われているが. 3 - 4日程度の

ものが多(，指導者を養成する方法としては，まだ不十分

である。とのため，そのようま指導者は社会的左身分も十

分K認められず，指導者同志のコミュニナーションもあま

り交されてい左いため，名ばかりの指導者はいても，いざ

実践と在ると指導が生かされ念い場合が多いと考えられる:

また，とれまでのスポーッ指導者の養成は，学校体育と社

会体育K分けて考えることが多かった。しかし，今後の高

齢化社会K骨いては，学校や社会K長けるスポーッ・レク

リエーション指導者を含めて，生涯スポーツの立場から指

導者を養成し，その質的向上をはから左ければ左ら左いと

考えられる。

最後V<::.生き甲斐のひとつとしてスポーツ・レクリヱー

ションを方向づけるととが必要である。人聞は仕事や遊び，

或いはスポーツ・レクリエーション左ど日常生活の中K何

か生き甲斐をみつけるととが大切であり，それが人生Kひ

とつのゆとりをもたらすものと考えられる。左ぜ左ら，と

れは若い頃はあまり自覚できまいかもしれ在いが，年齢が

重左るKつれて人生の貴重在よろとびKなると予想される

からである。また，老化の面からみても，生き甲斐として

行うスポーッ・レクリェーション活動は.大き左効果をも

たらすのである。それは，使わ左いからだの諸器官は速く

退化するが，適度な運動を行えば，器官は再び活発K左る)
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以上のようf'(，高齢化社会というものとそれに対応して 15)佐野豪， r余暇時代の生涯教育」泰流社， 1979， P. 96 

いくためのひとつの手段としてのスポーツ・レクリエーシ 16)P .Lengrand，臥nIntroduction toLifelong EducationJ 

ョンのあり方を述べてきたが，基本的K重要左乙とは以下 1970，波多野完治訳， r生涯教育入門j 全日本社会教

の 3点である。 育連合会， 1971， P. 7ト 77

まず第 1f'(，人々が高齢化社会の本質をまだ実感として 17:体育原理研究会編， r生涯体育論」不味堂， 1973， p'13 

受けとめていまいため，さし迫った緊迫感が少左いという -p' 14 

ととである。 ζ のため，それを熟慮したうえでの積極的左 18)菅原礼他編， r現代社会体育論」不味堂， 1977， P. 54 

生活リズムの設計が必要である。 19液井田逸治， r老化への挑戦Jぎょうせい， 1983， 

第 2f'(， ものどと κ対し積極的K興味をもっ己とが大切 P. 134 

である。とれは.われわれK精神的左若きを与え，肉体的

Kも諸器官のはたらきを高め，日常生活K良い影響を与え

るからである。スポーッ・レクリエ}ションK会いても，

健康のためK行うというのでは左(.興味をもって心から

楽しむという気持が必要である。

第 3は，今後のスポーッ・レクリエーション活動の方向

性Kついてであり，高齢化社会K対する生涯教育の一環と

して，スポーッ・レクリエーション活動を日常生活の中K

組み入れていく ζ とが必要である。また，充実した指導者

の養成や生き甲斐のひとつとして方向づけることが切望さ

れるのである。
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